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資料 在 5-1 


BIMライブラリーコンソーシアム 


第 5回 在り方部会 
 


議事次第 


 


日時：平成 28年 8月 4日（木）14:00~15:30 


場所：上海国際ビル ２階会議室 


 


 


１．開会 


 


 


２．議事 


 


(1)前回議事録の確認 … 建設通信新聞記事（資料 在 5-2）参照 


 


(2)BIMライブラリーの在り方に関する討議 


 


「ライブラリーをどのように利用するか ―現在の BIM活用の視点から考える―」 


 事前調査回答を各社（企業・団体）から発表 


 


(3)その他 


 


3．閉会 


 


 


会議資料一覧 


 
 


 資料 在 5－1   議事次第 


 資料 在 5－2   前回議事録（5/31付：建設通信新聞 在り方部会討論の記事） 


資料 在 5－3  「ライブラリーをどのように利用するか 


―現在の BIM活用の視点から考える―」調査回答結果（28社回答） 


 資料 在 5－4   6/29：オーストラリアとの BIM会議の Q&A（日本語訳） 


資料 在 5－5   在り方部会の討論テーマ(案) 


資料 在 5－6   平成 28年度 各部会等の開催スケジュール(案) 


  
 


 


 


次回    日時 ： 11月 10日（木） 16:00~17:30 


      場所 ：  上海国際ビル ２階会議室 


      議事 ： 「ライブラリーのビジネスモデル」 








資料 在 5-2 


BIMライブラリーコンソーシアム・在り方部会 第 4回議事録(案) 


 


 


 


日時  ： 平成 28年5月 12日(木) 16:00~17:30 


場所  ： 上海国際ビル 2階会議室 


参加者 ： 別紙 


 


配布資料： 資料 在 4－1   議事次第 


      資料 在 4－2   前回議事録 


資料 在 4－3   在り方部会の討論テーマ(案) 


 


 


議事進行：安田在り方部会長 


 


議事  ：BIMライブラリーの在り方に関する討議 


  「BIMライブラリーに期待すること」 


 


発表者 ：安田在り方部会長、山下氏（BuildingSMART Japan代表理事） 


     焼山氏（大林組）、東元氏（TOTO） 


コバーチ氏（グラフィソフトジャパン代表取締役社長）、内山氏（オートデスク） 


川島氏（東工大） 


    【コメント代読：藤沼氏（JIA  IPDワーキンググループ主査）、田中氏（東芝キヤリア）】 


     


     討論内容は建設通信新聞記事を参照 


    （志手建築部会長、一ノ瀬設備部会長、山本運用部会長の各部会活動方針も記事記載） 


 


 


その他 


・次回は 7月 7日(木) 16:00～17:30 


⇒後日、日程調整して8月 4日（木）14:00～15:30 @上海国際ビル ２階会議室に変更。 


 








出席 会社名 名前 出席 会社名 名前
○ 東京工業大学 安田 幸一 (株)キャディアン 笠原 靖子


芝浦工業大学 志手 一哉 (株)キャディアン 山﨑 裕子
○ 首都大学東京 一ノ瀬 雅之 (株)キャディアン 植松 良太
○ 首都大学東京 山本 康友 (株)キャディアン 中野 健成
○ (一社)BuildingSMART Japan 山下 純一 (株)ＣＰＣ 水澤 久夫
○ (一財)建築保全センター 寺本 英治 (株)建築ピボット 千葉 貴史


(株)淺沼組 島田 綾子 (株)シェルパ 高松 稔一
○ (株)大塚商会 水野　一哉 (株)シェルパ 朝倉 唯博


(株)大塚商会 山田 琢司 ○ (株)シェルパ 山田 晴久
(株)大塚商会 飯田 千恵 ○ (有組)C-PES研究会 安孫子義彦
(株)大林組 福士 正洋 ○ ㈱テイル 水野 昭洋


○ (株)大林組 焼山　誠 ○ TOTO（株） 東元 詩朗
○ オートデスク(株) 内山 敏昭 ○ TOTO（株） 小嶋 香織
○ ㈱CADネットワークサービス 増田 甲介 ○ (一社)BuildingSMART Japan 足達 嘉信
○ ㈱CADネットワークサービス 江口 正剛 (一社)BuildingSMART Japan 榊原 克巳


(株)きんでん 岡　泰秀 (一社)経産協 伊藤 俊弘
○ グラフィソフトジャパン(株) ｺﾊﾞｰﾁ ﾍﾞﾝﾂｪ ○ (NPO)建築技術支援協会 泉　清之


グラフィソフトジャパン(株) ﾄﾛﾑ ﾍﾟｰﾃﾙ (一社)公共建築協会 藤田 伊織
○ グラフィソフトジャパン(株) 平野 雅之 (一社)公共建築協会 伊藤 正寿
○ (株)構造計画研究所 吉田 親史 ○ (NPO)法人 設備システム研究会 三木 秀樹
○ (株)構造計画研究所 後藤 孝二 (NPO)法人 設備システム研究会 中島 貴司
○ 河村電器産業（株） 榎　寿哲 （一社）日本建材・住宅設備産業協会 富田 春夫


(株)佐藤総合計画 網元 順也 ○ （一財）日本建設情報総合センター 小路 泰広
○ (株)佐藤総合計画 糸島 光洋 （一財）日本建設情報総合センター 高津 知司
○ 佐藤工業(株) 青山 政司 (公社)日本建築家協会 筒井 信也


佐藤工業(株) 太田 直良 ○ (公社)日本建築士事務所連合会 繁戸和幸
佐藤工業(株) 由井 輪人 (公社)日本建築積算協会 加納 恒也
新菱冷熱工業(株) 田辺　恵一 ○ (公社)日本建築積算協会 森谷 靖彦


○ 新菱冷熱工業(株) 谷内 秀敬 (公社)ロングライフビル推進協会 高倉 智志
○ 住友セメントシステム開発 山口 浩二 (公社)ロングライフビル推進協会 鈴木 昌治
○ 住友セメントシステム開発 柳 良和 ○ 東京工業大学 川島 範久


大成建設(株) 猪里 孝司 ○ 東京工業大学　大学院 平野　陽
(株)ダイテック 山口 正明 ○ 国立研究開発法人建築研究所 武藤 正樹
(株)大建設計 井上 久誉 　 国立研究開発法人建築研究所 高橋 暁


○ (株)竹中工務店 吉田 健一 国土技術政策総合研究所 脇山 善夫
○ (株)竹中工務店 染谷 俊介 能勢 平太郎 能勢平太郎


デロイト　トーマツPRS(株) 土手 英俊 (一財)建築保全センター 鈴木 千輝
デロイト　トーマツPRS(株) 赤土 かよ ○ (一財)建築保全センター 池田 雅和


○ (株)日建設計 吉田　哲 (一財)建築保全センター 影山　徹
(株)日建設計 安井 謙介 ○ (一財)建築保全センター 水澤 久夫


○ (地法)日本下水道事業団 富樫 俊文 ○ (一財)建設業振興基金 山中　隆
(地法)日本下水道事業団 新井 知明


○ (地法)日本下水道事業団 植田 達博
○ 日本メックス(株) 野口 順二
○ 野村不動産ホールディング 柴田 一志


(株)伊藤喜三郎建築研究 横山 正美
(株)伊藤喜三郎建築研究 荒井 拓也


BLC　第４回　在り方部会（2016年5月12日）　参加者








 


1 


 


                                                   資料 在５－２ 


在り方部会(2016/5/12)の論点整理 


 


■安田在り方部会長 


次の 4つの論点が示された。 


1.オブジェクトのデータの作り方は、軽く、無償であることが望ましい。オブジェクトは、ジェネ


リックとスベシフィック(製品ごと)があり、各々ベンダー、メーカーに用意していただく方向で


ある。 


2.将来的には都市モデル構築のための BIM ライブラリーも可能性があるかもしれない。 


3.グローバル化への対応が必要である。国際的な部品供給、BIM ビジネス、海外事業者との協力、


言葉の壁を乗り越えるためのソフトな対応が必要である。 


4.社会資産としての建築を捉え、そのためのBIMライブラリーの在り方を検討することではないか。


例えば、オブジェクトのデータに環境に関連する各種基準を含めることにより、サステナブルな


仕組みを支援する BIM ライブラリーとする、オーナーなど建築物を運用・維持する人たちが BIM


を利用して資産活用をうまく行えることを考慮するか考える場とすることも必要である。その意


味で BIM ライブラリーは、政策、制度、規格を実現し、建築の品質向上、コストの透明化につな


げることを期待している。 


 


■山下氏(buildinSMART Japan 代表理事) 


・現状ではモデルの LOD がバラバラなど非効率で、統一的な仕組みが必要である。 


・また一方では、その仕組みを継続的にするために、ビジネスモデルの検討が重要で、メーカーのメ


リット、製品のアップデートの担当、費用負担などの課題を解決しなければならない。ユーザーと


しての建設業が覚悟を見せて、サプライヤーとしてのメーカーサイドの協力を得て、産業界として


WIN-WIN の関係を築きたい。 


 


■藤沼氏(JIA  IPD ワーキンググループ主査) 


・設計者にとって負担となる、必要な部品(オブジェクト)の作成を期待する。それも軽く、簡潔であ


りながら、かつ内容がわかるものであることが必要だ。 


・従来は設計図にはメーカーを特定できないようにすることが主流だったが、コストの明確化、製造


者責任重視の流れの中で変化が必要である。 


・グローバル経済を踏まえて、オブジェクトに欧米の積算項目に対応することも必要である。 


・また現状の設計業務単価では、設計事務所のライブラリーのコスト負担は原則無償として欲しい。 


 


■焼山氏(大林組) 


・C-CADEC の段階でのヒアリングでも、部材データを統一的基準とする機運は高まっている。 


・設備は、空調設備と電気設備が一体となって機能するので共通に利用できるBIMモデルが必要だが、


メーカーだけに統一データを作ってもらうことは難しいと考えられる。このため、メーカーから提


供されたものを簡単に変換するソフトも検討すべき課題である。 
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                                                                資料 在５－２ 


 


■東元氏(TOTO) 


・ゼネコンや設計事務所のヒアリングから、製品のバリエーションと汎用性の双方が重要であること


が分かった。 


・現在 DXF で作成した三次元モデルをホームページで提供しており、最近の傾向では製品ダウンロー


ドは急激に伸びており、営業ツールとして強力であることが改めて実感されている。 


・この延長に BIM ライブラリーのデータ標準があり、衛生器具でリードしていきたい。 


 


■田中氏(東芝キヤリア) 


・BIM ライブラリーが設備メーカーにとって利益がある仕組みとする必要がある。売り上げ向上に寄


与できるとするのは明確でないし、データ提供だけで優位には立てない。そのあたりの明確な動機


付けが必要である。 


・BIM データを使う側・提供する側、双方にメリットがでる仕組み、業務プロセスを変えるものとし


ていきたい。 


・BIM オブジェクトを効率的に作成・提供できる仕組みも重要で、複数のフォーマットを自動変換す


る機能の提供が望ましい。またフォーマットも軽量化すべきでは。 


・製品のダウンロード情報などの営業活動につなげる情報をメーカーにフィードバックすることが重


要である。 


 


■コバーチ氏(グラフィソフトジャパン代表取締役社長) 


・BIM ライブラリーの構築に関しては 3つのポイントがある。 


・第一はビジネスモデルで、データ作成体制、ダウンロード環境、設計者、施工者などの負担がない


ことが必要である。 


・第二はジェネリックモデルとスペシフィックモデルの扱いで、ジェネリックモデルはベンダーの責


任だが、スペシフィックモデル作成に関してもベンダーとしてのノウハウを伝えていきたい。 


・第三はグローバル化で、製品も海外に普及しているし、設計事務所、ゼネコンも海外の仕事が増え


ているので同じ BIM モデルを海外でも使えることが必要である。BIM ライブラリーは日本語が分か


らない人にも使えるよう検討することが必要。 


 


■内山氏(オートデスク) 


・将来のことを考えると BIM ライブラリーはインターナショナルであることが必要である。 


・BIM は施設運用段階にも活用されていく。土木(CIM)は公共主導で進んでいく可能性があるが、建築


は民間主導であり、ディベロッパーなどを巻き込み、ライブラリーのメリット、費用対効果などを


伝える必要がある。 


・建築だけでなく、設備に強い BIM ライブラリーとする必要があり、自社としても支援していきたい。 
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                                                                資料 在５－２ 


    


■川島氏(東工大) 


・BIM ライブラリーは環境配慮型建築の実現・普及に貢献することを期待している。 


・このため省エネ法などの法律、CASBEE などの性能評価、環境配慮のディテールなどが BIM ライブラ


リー・オブジェクトのデータとして提供できれば、環境配慮の建築の実現・普及につながる。その


ようなシステムの構築を関係者で議論することが必要だろう。 


 


■志手建築部会長 


・建築部会で扱う部品・材料には形状があるものと形状が不確定のものがある。 


・現在、英国 NBS のオブジェクト標準などの先行事例を研究している。 


・建築部会では「対象製品の範囲の検討」と「各製品の情報項目の検討」の 2 つの WG を立ち上げ、


今年度の半ばを目途に建具、壁・床・天井、エレベータの 3分類に関しての日本版オブジェクト標


準の提案を予定している。 


・当面は製品情報を先行するが維持保全情報も網羅する予定である。 


 


■一ノ瀬設備部会長 


・設備部会は C^CADEC の体制を引き継いで Stem、BE-Bridge に関する活動をしている。 


・昨年度は、英国 NBS のオブジェクト標準を研究したが、この結果基本的には Stem などの現状の構


成を維持しつつ必要な改良を加えていくこと、海外への情報発信に力を注ぐこと、運用段階までを


見据えた BIM ライブラリーとすることが必要である。 


・このためユースケース(活用事例)の検討を行う方針であり、設備製品オブジェクトの拡張を図って


いく。 


 


■山本運用部会長 


・運用部会では NBS の BIM ライブラリー利用規約の調査に着手した。 


・今後は、BIM オブジェクトやライブラリー全体の著作権、データ更新ルール、登録データが不正な


場合などへの対応などの課題を整理し、他部会とも連携しながら運用、契約に関する各種ルールの


作成を進めていく。 
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業界挙げてＢＩＭライブラリー構築
３次元モデルの共有


（７） （第三種郵便物認可）第２部 ２０１６年（平成年）５月３１日　（火曜日）


　建築保全センターが中心になり、建築、電気、空調、衛生設備など建築関連のあらゆる部材や機器
の３次元モデルを設計者や施工者に提供する「ＢＩＭライブラリー」の構築が動きだそうとしている。
日本初の試みとなる。ＢＩＭライブラリーコンソーシアムが組織され、その枠組みを議論する在り方
部会の初会合が５月日に開かれた。ＢＩＭ普及には部材類の３次元パーツの整備が不可欠。海外に
は既にライブラリーを運用する国もあり、日本版の構築に対する期待は大きい。
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﹂
と


強
調

持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
に
す
る
た
め


﹁
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
中
で
課
題
を
解
決
す
る


こ
と
が
大
切
﹂
と
の
見
方
を
示
し
た



　
ラ
イ
ブ
ラ
リ

に
期
待
す
る
メ
リ

ト
で


は

製
造
業
側
が
デ

タ
供
給
に
よ
り
製
品
が


選
択
さ
れ
や
す
く
な
る
な
ど
明
確
な
動
機
付
け


を
求
め
た

ユ

ザ

側
は
無
償
に
近
い
形
で


の
デ

タ
提
供
を
要
望
す
る
な
ど

業
界
ご
と


の
立
ち
位
置
が
鮮
明
と
な

た



　
部
材
制
作
で
は

建
設
業
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル


に
適
し
た
形
式
で
の
デ

タ
提
供
が
求
め
ら
れ


る
た
め

ユ

ザ

ご
と
に
異
な
る
フ


マ



ト
に
変
換
す
る
負
荷
は
大
き
い

費
用
負
担


の
あ
り
方
を
議
論
し

自
動
デ

タ
変
換
機
能


の
導
入
な
ど
が
提
案
さ
れ
た

部
材
デ

タ
は


一
般
化
さ
れ
た
﹁
ジ

ネ
リ

ク
﹂
と
機
器
な


ど
が
特
定
さ
れ
た
﹁
ス
ペ
シ
フ


ク
﹂
に
分


か
れ
る

﹁
ジ

ネ
リ

ク
﹂
は
ベ
ン
ダ




﹁
ス
ペ
シ
フ


ク
﹂
は
メ

カ

が
担
う
べ


き
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た

そ
の
ほ
か

外


国
企
業
と
協
業
を
円
滑
化
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築


や

Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
最
も
メ
リ

ト
の
大
き
い
オ



ナ

の
参
画
な
ど
議
論
は
多
岐
に
お
よ
ん
だ



　
安
田
幸
一
部
会
長
は

デ

タ
の
作
り
方



将
来
的
な
都
市
モ
デ
ル
化

グ
ロ

バ
ル
化



社
会
資
産
と
し
て
の
建
築
の
と
ら
え
方
の
４
本


柱
を
軸
に
﹁
建
築

お
金

言
葉
な
ど
そ
れ
ぞ


れ
の
共
通
言
語
を
見
つ
け
出
し

み
ん
な
で
取


り
組
む
意
味
を
確
認
し
て
い
き
た
い
﹂
と
今
後


の
方
針
を
ま
と
め
た



　
討
論
に
参
加
し
た
在
り
方
部
会
９
人
︵
藤
沼


氏
と
田
中
氏
は
コ
メ
ン
ト
の
代
読
︶
の
発
言
要


旨
と

建
築

設
備

運
用
の
各
部
会
長
の
活


動
方
針
を
紹
介
す
る



主な活動計画およびコンソーシアムの運用形態


費用少ない仕組み
　グラフィソフトジャパン代
表取締役社長　コバーチ・ベ
ンツェ
　ＢＩＭライブラリーを構築
する上で３つのポイントがあ
る。１つ目はビジネスモデル
だ。どのような体制でデータ
を作成し、どのような環境で
ダウンロードするのか。その
際、なるべく設計者や施工者
が費用を払わないで済む仕組
みが重要だと思う。
　２つ目は、ジェネリックな
モデルと機器などが特定され
たスペシフィックなモデルの
扱いだ。ジェネリックなモデ
ルを作成する上でベンダーの
責任は大きい。逆にメーカー
側はスペシフィックなモデル
の作成が求められる。ベンダ


ーとして
の経験を
生かし、
製品モデ
ルを作成
するため
のポイン
トを伝え
ていきた
い。
　３つ目
はグローバル化。日本の建材
メーカーは海外に製品を販売
している。ゼネコン、設計事
務所も海外で仕事が増えてい
る。同じＢＩＭモデルをいろ
いろな国で使えることが重要
になってきた。日本語を読め
ないと外国人が仕事をできな
い状況はよくない。そうした
問題もあらかじめ考えておく
必要がある。


バリエーション重要
　ＴＯＴＯお客様本部お客様企
画部お客様企画グループグルー
プリーダー　東元詩朗
　ＴＯＴＯは、もともと住宅用
のシステムキッチン、ユニット
バスを提案するために３次元モ
デルの作成をはじめた。その延
長線上でＢＩＭというキーワー
ドに出会い、公共分野でも３次
元の必要性が高まってきたこと
から、メーカーとして必要なモ
デルのあり方を検証した。ゼネ
コンや設計事務所にヒアリング
した上でサンプルデータを作成
した。
　その結果、バリエーションと
汎用性の重要性がわかった。現
在、ＤＸＦで作成した３次元デ
ータをホームページで提供して


いる。ほと
んどの公共
系トイレ設
備に対応し
ており、こ
の２、３年
で，点
を 作 成 し
た。直近で
は、約１万
件を超える
ダウンロードがある。ここまで
伸びるとは思わず、強力な営業
ツールとしてメリットを感じて
いる。
　この取り組みの進化系とし
て、標準データをコンソーシア
ムを通じて作っていきたい。衛
生設備のデータはＴＯＴＯがリ
ードするつもりで引っ張りた
い。


明快な動機付け必要
　東芝キヤリア経営情報シス
テム部エンジニアリング生産
システム担当参事　田中稔
　ライブラリーを提供するこ
とが、設備機器メーカーにと
って利益になる仕組みが構築
される必要がある。メーカー
側のメリットとして売上向上
に貢献することが考えられる
が、裏付けと説得力に欠けて
いる。機器メーカーがＢＩＭ
データを作成するのは同業他
社に遅れをとらないようにす
るためであり、データ提供だ
けで優位に立てるとは思って
いない。もっと明快な動機付
けがほしい。ＢＩＭデータを
使う側・提供側の双方にメリ
ットが出るような仕組み、建
築業界の業務プロセスを変え


ていただ
きたい。
　ライブ
ラリーを
効率的に
作成・提
供できる
仕組みも
重要だ。
複数種類
のフォー
マットを個別に作成するのは
負荷が大きく、自動変換機能
の提供が望ましい。データの
軽量化を作る側のみに頼るの
ではなく、軽量化されたフォ
ーマットを採用するべきだ。
また、営業活動につなげるた
め、データのダウンロード先
の情報をフィードバックする
仕組みなども整備するべきだ
ろう。


オーナー巻込む活動
　オートデスクインダストリー
ストラテジー＆マーケティング
ＡＥＣビジネスデベロップメン
トマネージャー　内山敏昭
　ユーザーがデータを使いやす
い環境を構築するため参加して
いる。ライブラリーの構築には
いくつかポイントがあると思
う。
　東京五輪の開催などで建設業
が活況だが、それ以降はどうす
るのか。海外に出ていく必要も
あるだろう。ライブラリーもな
るべくインターナショナルな形
をとることが望ましい。その対
応を早めに決める必要がある。
　ＢＩＭは施設運用時も活用さ
れる。その時、業務が効率良く
なり、最もメリットを得るのは
オーナーだ。土木分野で使われ


るＣＩＭは
政府・公共
団体がオー
ナ ー の た
め、国交省
主導でどん
どん進む可
能 性 が あ
る。ビルオ
ーナーはほ
とんど民間
であり、ＢＩＭは民間主導でや
らなければならない。ディベロ
ッパーなどを巻き込み、ライブ
ラリーのメリット、費用対効果
などを伝えていく必要がある。
　また、建築意匠だけでなく、
設備にも強いライブラリーをつ
くる必要がある。オートデスク
のインターナショナルネットワ
ークを生かし、支援していきた
い。


ルールのたたき台を
　運用部会長　山本康友（首都
大学東京客員教授）
　運用部会では、英国標準仕様
書協会（ＮＢＳ）のＢＩＭライ
ブラリーの利用規約についての
調査に着手し、日本との相違点
などの検討に着手した。国内の
類似例の契約条件などについて
の検討も進めている。
　今後は、ＢＩＭオブジェクト
やライブラリー全体での著作
権、データ更新のルール、登録デ
ータが不正な場合の対応など、
今後起こるであろう課題の整理
を行う。また、建築部会、設備


部会から上
がってくる
課題につい
て も 議 論
し、在り方
部会ととも
に、運用ル
ール作成に
向けての課
題整理から
行い、各種ルールのたたき台を
検討しいていく予定である。
　幅広い関係者に参加してもら
い、議論を積み重ね、使い易く、
そして明確な運用ルールを定め
ていけるように努力していきた
い。


日本版標準を提案
　建築部会長　志手一哉（芝浦
工業大学工学部建築・土木学群
建築工学科准教授）
　建築部会が取り扱う部品や材
料は、建具のように業界標準的
な形状が存在するものもあれ
ば、壁のごとく形状が不確定な
ものも含まれる。建築製品のモ
デルにどのような情報が必要か
を調査するため、英国標準仕様
書協会（ＮＢＳ）のオブジェク
ト標準を中心に、Uniclass２な
どの分類体系など、海外の先行
事例を研究した。
　本年度は、ＢＬＣ内に新たに
作られたタスクフォースと連携
し、「対象製品の範囲の検討」
と「各製品の情報項目の検討」


の２つのＷ
Ｇを立ち上
げ、年
半ばを目途
に、建具、
壁・床・天
井、エレベ
ータの３分
類 に つ い
て、英国の
オブジェクト標準を手本とした
日本版のライブラリ標準を提案
する計画である。　
　当面、製品情報を優先に進め
るが、最終的に維持保全情報ま
で網羅することとする。現在の
メンバーに加え、ユーザー、サ
プライヤー、オペレーション＆
メンテナンスなどの幅広い関係
者の参加を期待している。


環境政策と連動
　東京工業大学環境・社会理工
学院建築学系助教　川島範久
　環境配慮型建築の実現・普及
にＢＩＭライブラリーが貢献す
ることを期待している。ＢＩＭ
もライブラリーも、オーナーの
ために建築の品質を向上するツ
ールである。ライブラリーは共
有される情報であり、ボトムア
ップに寄与しうるものだ。
　環境配慮型建築を普及するた
めの政策として省エネ法等の法
律やＣＡＳＢＥＥ等の性能評価
・認証制度があり、他にも学術
団体等による規格やガイドライ
ンがある。これらは目指すべき
性能基準を示しており、その基


準を達成す
るための仕
様や納まり
等も示して
いるが、こ
れらの普及
に苦心して
いるのが現
状である。
　仮に環境
政策が示す基準を達成する仕様
や納まりなどが、その性能情報
とセットでモデル化され、ＢＩ
Ｍライブラリーとして共有され
れば、環境性能が高い建築の実
現・普及に繋がり得る。そのよ
うなシステムの構築には、行政
・学者・民間実務者の協力が必
要だろう。


製品オブジェクト拡張
　設備部会長　一ノ瀬雅之（首
都大学東京都市環境科学研究科
建築学域准教授）
　設備部会は、設計製造情報化
評議会（ＣCADEC）の成果
物であるBEBridgeおよびSte
mを継承し、空調・衛生設備・
電気設備分野におけるＢＩＭラ
イブラリーの在り方の検討と仕
様の編成を行っている。
　年度は、英国のオブジェ
クト標準など、海外における建
築設備関係の既存ＢＩＭライブ
ラリーの状況を把握した。また、
日本における設備ＢＩＭの現状


に関する情
報共有と意
見交換を行
っている。
　 こ の 結
果、基本的
には、Stem
などの現状
構成を維持
しつつ、必
要な改良を加えていくこと、海
外発信に注力すること、建物運
用時までを見据えたライブラリ
ーの活用など、ユースケースの
検討を行うことの方針で、設備
製品オブジェクトの拡張等を図
っていく。


使用料の無償化必要
　日本建築家協会インテグレー
テッド・プロジェクト・デリバリ
ーＷＧ主査　藤沼傑（山下設計）
　設計者にとってＢＩＭ作業の
負担の１つは、適切な部品がな
くデータ作成に時間がかかるこ
とだ。ライブラリーが整備され
ればモデル作成の負担が軽減さ
れる。課題にはデータの重さが
ある。部品は出来る限り軽く簡
潔なデティールでありながら正
しく連想できるモデルにしてほ
しい。
　メーカーの特定では、従来設
計図にメーカーを特定できる情
報は入れるべきでないとされて
きた。しかしコスト重視、製造
者責任重視の流れで急速に変化
してきた。新しいルールの議論


が必要だ。
　部品の属
性情報の整
理では、一
番重要なの
は積算との
連動だ。グ
ローバル経
済 を 踏 ま
え、日本だ
けでなく欧米の積算項目に対応
することが理想。
　またＢＩＭコスト回収は設計
業務単価では現状で難しい。施
工段階ではコストメリットが出
るため、ゼネコン設計部と独立
設計事務所の差が拡大する懸念
がある。ライブラリーのコスト
が高いとその差は拡大する。使
用料は原則無償とし公平性を担
保する必要がある。


４つの軸で議論展開
　在り方部会長・コーディネー
ター　安田幸一（東京工業大学
環境・社会理工学院建築学系教
授）
　第１回会合で大きく４つの軸
が示された。１つ目は単体デー
タの作り方だ。データは軽く、
無償であることが望ましい。デ
ータにはジェネリックとスペシ
フィックの２種類あり、ジェネ
リックはベンダー、スペシフィ
ックはメーカーに用意していた
だく方向性だ。
　２つ目は単体データだけでな
く、将来的な都市のモデル化だ。
非常に都市的なデータ構築の方
法である。それを目的にしたラ
イブラリーの構築の仕方もある
かもしれない。


　３つ目は
グローバル
化 の 問 題
だ。国際的
な部品供給
やＢＩＭビ
ジネス、海
外事業者と
の 協 力 関
係、言葉の
問題を乗り越えるためのソフト
整備などが必ず必要になる。
　４つ目は社会資産としての建
築のとらえ方だ。サステナブル
な仕組みを補助するＢＩＭのあ
り方、オーナーなど建築を維持
する人がどうＢＩＭを使うかを
考える場とすることも必要だ。
政策、制度、規格を実現し、建
築の品質向上や建設コストの透
明化につなげることができる。


建設業の覚悟見せる
　副部会長　山下純一（ＩＡＩ
日本代表理事）
　建物には製造業の製品が数多
く組み込まれている。建物をモ
デリングするときは当然その製
品もモデリングする必要があ
る。少組織では部品整備の担当
を置くことが難しく、必要の都
度モデリングせざるを得ないた
め効率が低く、ＢＩＭの普及を
妨げる一因となっている。製造
業側も販促のため自社のホーム
ページから製品の３Ｄモデルを
ダウンロードできるようにして
いる企業も少なくない。しかし、
ユーザーたる建設産業側の使う
モデラーやモデルのＬＯＤは様
々であるためプロジェクト毎に


個別にモデ
ルを要求す
る動きもあ
り両者をつ
なぐ仕組み
が必要とな
ってきた。
　ライブラ
リーに対す
るデータ提
供のどこに製造業のメリットが
あるのか。幅広い製品を誰がア
ップデートし、費用を負担する
のか。問題を解決し、継続的な
事業にするにはビジネスモデル
の成立が必要だ。建設業が協力
して取り組む覚悟を見せなけれ
ば製造業も乗ることはできな
い。難問だが両者がウィン・ウィ
ンになるシナリオを描きたい。


データ提供の機運
　大林組建築本部ＰＤセンター
上級主席技師　焼山誠
　建設業振興基金が運営してい
た設計製造情報化評議会（Ｃ
ＣＡＤＥＣ）の活動のうち設備
機器の仕様属性情報や外形図な
どをひとまとまりの電子データ
として交換できる「Ｓｔｅｍ
（ステム）」の仕様づくりに参
加した。日本建設業連合会の設
備情報化専門部会にも所属し、
ステムを施工に役立てるための
調査を進めている。ステムに搭
載する標準データの提供に対し
メーカーやベンダーなどに行っ
たヒアリングでは、統一基準で
部材データを提供することに対


し機運は徐
々に高まっ
ていると感
じた。
　 設 備 で
は、空調や
電気、給排
水など多様
な用途の配
管などがひ
とつのパッケージになってはじ
めて成立する。そのため空調デ
ータでは使えるが電気では使え
ない、ということが起きていて
は、メーカーに統一データをつ
くってもらうことは難しい。メ
ーカーの提供する製品モデルを
簡単に変換できるソフトも含め
て検討すべき問題になる。
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                                  2016.8.4 BLC 事務局 


「ライブラリーをどのように利用するか－現在の BIM 活用の視点から考える－」に関する調査回答 


 ■回答：28 社（企業・団体：私見含む） 


 ■28 社の業種別内訳 


  ・設計事務所：5 社、ゼネコン：7 社、建築関連団体：3 社、サブコン：2 社 


電気機器メーカー：1 社、設備機器メーカー：1 社、設備関連企業：1 社、設備関連団体：1 社 


積算関連団体：1 社、ビルメンテ企業：1 社、不動産関連企業：2 社、ソフトベンダー：3 社 


 


 


 


 


 


 


 


現在 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


BIM をどの


ように使っ


ていますか。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


プ ロ ジ


ェクト 


⇒ 


23社/28 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・企画、計画 


⇒10 社/28 


・建設可能規模の把握⇒10 社/28 


・プロジェクト企画 ⇒ 8 社/28 


・設計 


⇒15 社/28 


・設計       ⇒12 社/28 


・施主へのプレゼン ⇒12 社/28 


・積算       ⇒ 7 社/28 


・シミュレーション ⇒11 社/28 


・干渉チェック   ⇒10 社/28 


・構造設計     ⇒12 社/28 


・設備設計     ⇒11 社/28 


・その他（概算：１社、合意形成：１社） 


    （法規ﾁｪｯｸ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾓｯｸｱｯﾌﾟ：１社） 


・施工 


⇒12 社/28 


・施工数量把握   ⇒ 8 社/28 


・下請け業者説明  ⇒ 8 社/28  


・干渉チェック   ⇒10 社/28 


・総合図作成    ⇒ 8 社/28 


・仮設検討     ⇒10 社/28 


・工程説明     ⇒ 7 社/28 


・その他（墨出し･技術計算：1 社） 


（納り検討･ﾓﾃﾞﾙ合意･ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾓｯｸｱｯﾌﾟ：１社） 


（合意形成：1 社、施工図・製作図作成：2 社） 


・維持管理 


⇒8 社/28 


・設備機器台数、配管の位置等把握⇒4 社/28 


・維持管理数量などの把握    ⇒3 社/28 


・点検時期表示         ⇒2 社/28 


・コミッショニング       ⇒0 社/28 


・その他（什器管理：1 社、非常時運転情報：1 社） 


（ランニングコストの把握：1 社） 


・その他 


⇒5 社/28 


 


 


 


■Revit を購入して試行中。使っているとは言えな


いレベル。自社ビル現況図作成や顧客への維持管


理提案書などに試行活用中：1 社 


■当団体の参加メンバーにどのように活用して行


くかを検討したい：1 社 
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現在 


 


 


 


 


 


 


 


BIM をどの


ように使っ


ていますか。 


 


プ ロ ジ


ェクト 


 


・その他 


⇒5 社/28 


 


■設計生産性の向上：1 社 


■BIM 導入検討中 ：1 社 


■部品作成（ファミリ、GDL オブジェクト） 


 検証・検討用建築モデル等の作成：1 社 


プロジェクト以外 


⇒16 社/28 


・研修、教育  ⇒12 社/28 


・マーケティング⇒ 1 社/28 


・研究     ⇒10 社/28 


・その他（BIM データの二次利用でプレゼン向け 


動画などの作成：1 社、BIM カスタマイズ：1 社） 


将来 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


BIM をどの


ように活用


したいです


か。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


■【設計事務所 A】 


設計精度の向上、設計品質の向上、設計の効率化 


■【設計事務所 B】 


BIM の定義にもよりますが、モデルに情報が付いたデータベースという 


意味で、施設管理から企画、設計、施工までの情報をストックし、建物の全


局面で活用する。 


■【設計事務所 C】 


設計フェーズが中心のため、空間の可視化のためのモデル化をしていますが、


今後はインフォメーションの出力も必要となります。インフォメーションが


付加されたライブラリーを活用してモデル化したいです。 


■【設計事務所 D】 


「BIM」は単なる設計ツールではなく建築の情報化イノベーションの核とし


てクライアント、産業情報が浸透して来るべきプラットフォームとなり BIM


の可能性を最大限に活かし立場の違う者同士が共有するべく活用したい。 


■【設計事務所 E】 


・ＶＲ技術（by Unity）やＸＶＬ技術を用いての３ＤＣＧコンテンツ制作 


・ＢＩＭソフトのカスタマイズによるモデル等の自動作成の取り組み 


・ＢＩＭ人材（ArchiCAD、Revit など）の育成、派遣 


・オフショア環境（子会社：ベトナム）を基に制作・教育・派遣・IT 等の 


サービスを組み合わせたＢＩＭ導入支援 


 


 


■【ゼネコン A】 


工事関係者間でのスムーズな情報提供、連携 


■【ゼネコン B】 


・BIM による早期の総合図作製（干渉チェック） 


・BIM による３D での関係者間の意思統一 


・BIM による３D での仮設検討 


・BIM による３D での工程説明 
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ように活用


したいです


か。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


■【ゼネコン C】 


・設計/施工で一貫したデータの活用 


・属性情報を活かしたデータ活用範囲の拡大 


・データ活用と自動化による設計/施工/維持管理業務の品質と生産性向上 


■【ゼネコン D】 


弊社は「建設プロセスに革新をもたらす、企画から建設、維持管理まで建物


情報が一元管理された BIM データベースを中核とした新たな業務プロセス」


を「スマート BIM®」と名付けている。この構想に基づき、ＢＩＭの設計・


施工一貫利用１００％を目指している。 


■【ゼネコン E】 


1)意匠・構造・設備を統合したモデルの構築。→そのモデルを元に、施工・ 積


算に活用 2)干渉チェック 3)多種シミュレーション 4)施主へのプレゼン 5)


企画段階前の自由な発想 


■【ゼネコン F】 


建物のデジタル情報を一元的に管理するデータベースとして利用したいと考


えています。 


■【ゼネコン G】 


コスト：工事原価の低減、新たなビジネスモデル・収入源 


時間：工期短縮 


品質：設計・施工品質の向上（従来不可能であった建物形状の実現） 


 


■【建築関連団体 A】 


弊社は主に発注者として、ライフサイクル全体（調査－計画－設計－施工－


管理）に関わっており、上流から下流へのデータ引継ぎの効率化が従前から


の課題である。下水道施設は，処理場施設，ポンプ場施設，管路施設などに


より構成されており、処理場施設は約 2,200 箇所、ポンプ場施設は約 3,600


箇所、管路施設は約 46 万 km と膨大なストックとなっている。近年では下


水道普及率は 70％を超え本格的な維持管理時代に入り、新増設よりも既存施


設の改築・更新が多くなってきており、管理で発生したデータを次の調査、


計画に引き継ぐことも課題となっている。 


弊社は、本調査票の「現在の BIM 使用状況」に挙げられている使い方だけで


なく、ライフサイクル全体を包含するデータベースとしての役割を BIM に 


期待しているが、その前提条件として、①下水道で利用されるほぼすべての


機器がライブラリーから入手できること、②ソフト依存ではなく IFC のクラ


ス、プロパティセットによるデータの受け渡しや共有ができることの２点が


必要であると思われる。 
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■【建築関連団体 B】 


世の中の動きを、早い時期に把握させて頂き、今後の業界としての対応に 


役立てて行きたい。 


■【建築関連団体 C】 


・確実な意思決定と迅速化 


・設計業務の効率化・高品質化 


・顧客・社会との接点領域拡大 


 


■【サブコン A】 


インフォメーション機能を強化して、川上から川下まで活用できる入れ物を


作りたい。（必ずしもモデルの中に全てのデータがある必要はなく、リレーシ


ョナルに繋がっていれば良い。） 


■【サブコン B】 


情報共有におけるシームレス化により、建設プロセスにおける無駄な作業が


省かれることを期待します。 


ＢＩＭの情報の共有化を生かして、設備設計から設備施工に於ける効率化の


実現に活用したい。 


 


■【電気機器メーカーA】 


現在の製品図面（紙＆ｄｘｆデータ）の提供と保管から BIM モデルによる設


計段階からのコラボレーションに活用したいです。 


 


■【設備機器メーカーA】 


設計施工起因でトラブルとなっている現象を早い段階でシミュレーション・


干渉チェックすることによって、お客様への負担軽減を図りたい。 


 例）配管のつまり 


 


■【設備関連企業 A】 


既存も含めた防災拠点施設を積極的に BIM 化し、搭載された防災情報等を常


時一元管理するとともに、被災時には損傷状態、機能、運用の可否に関する


情報を早期にかつ適格に集約し、日常保全及び応急措置等の判断が可能なシ


ステムの構築（庁舎、病院、学校、公民館、共同住宅等の既存公共建物での


BIM-FM プロトタイプ構築とその普及） 


 


■【設備関連団体 A】 


積算・技術計算との連携 
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■【積算関連団体 A】 


１．基本計画・基本設計段階における、コストシュミレーションを含めたコ


ストプランニング、コストコントロール（設計のフロントローディング化） 


２．運営管理段階におけるファシリティーマネジメント、コストマネジメン


ト（価値の維持、長寿命化） 


※コンストラクションマネジメント、コストマネジメントに携わるユーザー


側として、ＢＩＭが備えるべき機能および関係組織（業務内容）のあるべき


姿を研究し、提言していきたい。 


 


■【ビルメンテ企業 A】 


建物オーナー（施主）への寄与を目的とし、設計～施工～維持管理までを一


つのサイクルとなるようにし、一貫して使用する。建設段階だけでなく、維


持管理や建物オーナーの資産管理にまで使えるツールにしたい。BIM が FM


や PM の重要なツールになっていくべきと考えます。 


 


■【不動産関連企業 A】 


・企画から設計、施工、維持管理まで一貫した活用（計画段階からＦＭ 


領域を睨んだ活用～ＬＣＣシュミレーション他） 


・維持管理段階での資産管理内容把握、点検・修繕履歴等データ蓄積、 


修繕計画算出（ＦＭ業務効率と運用コスト低減を期待） 


・ＢＥＭＳ等先端技術への応用 


・商品企画・販売プロモーション（プレゼン、シュミレーション） 


■【不動産関連企業 B】 


ライフサイクル BIM として、クライアントに維持管理段階までの利用を推進


し、メリットを感じてもらう。 


 


■【ソフトベンダーA】 


施設の維持管理（FM）のクラウドサービスを提供していますが、図面から


部屋・設備等の情報を閲覧するなど、クラウドサービスと連携させ、現場で


の点検業務・見積作成に活用したい。 


■【ソフトベンダーB】 


弊社は、BIM 利用者（設計事務所・ゼネコン・専門工事会社）様向けに、BIM


ソフトのカスタマイズやシステム開発を行っております。顧客に対して業務


改善や付加価値向上を提案し、業界における BIM の普及・促進に寄与したい


と願っております。 
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■【設計事務所 A】 


設計から施工、維持管理までつながる BIM への活用 


■【設計事務所 B】 


機器選定の簡素化（ジェネリックモデル またはメーカー指定発注方式） 


適正実効価格の開示と標準化（ジェネリックコストの見える化） 


機器更新の自動化、建物の予防保全 


■【設計事務所 C】 


ソフトネイティブ＋各メーカーStem を活用しています。ソフト間互換が不


完全で、何の情報があたらないか、モデルも崩れたり外形サイズが変わった


りするため、物件毎に使用するソフトが変わるため、大変苦労しています。 


ライブラリーが整備されましたら、原則ソフトネイティブのファミリとメー


カー提供 Stem は活用せず、ライブラリーだけでモデル化したいです。 


また、海外案件もありますので、英語言語版が欲しいです。 


■【設計事務所 D】 


諸外国も含め様々なメーカー、使用する側が共有し得る範囲で解り易い 


BIM ライブラリーを構築し意匠、構造、設備しいてはクライアントと共に 


活用したいです。 


■【設計事務所 E】 


・３ＤＣＧコンテンツ制作等の二次利用 


・モデル入力時の部品入手先として利用 


・属性情報などの情報の与え方を参考にしたい 


 


■【ゼネコン A】 


ゼネコンとしての独りよがりの要望としてのライブラリは望ましくない。メ


ーカーがライブラリを用意すべき、という考えは間違っている。 


設計→施工→製造と上流から下流へスムーズに情報が流れるフローが望まし


い。それは決して形状情報がメインとはならない。 


■【ゼネコン B】 


データ作成時の省力化としてライブラリーを活用したい。 


■【ゼネコン C】 


・日本でスタンダードな BIM ソフトウエア間の互換性が確保されることに 


 よる、ツールに左右されないデータ連携 


・メーカー間の標準化とユーザーカスタマイズの双方の自由度が確保された 


属性情報による、設計～施工～管理まで維持可能なパーツの活用 


・納まり調整と属性編集を経れば製作図まで出図可能となり、メーカー提供 


することで製作や工作機械へ連動できるパーツの活用 
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■【ゼネコン D】 


・基本設計 ：ジェネリックな部品 


・実施設計 ：基本的な属性を持ったジェネリックな部品 


・生産設計 ：納り検討が可能な外形を持った軽い部品（建具など） 


・施工計画 ：各種重機（3 次元の動きと作業可能範囲）、 


・維持管理 ：維持管理に必要な属性を持った設備機器 


■【ゼネコン E】 


現状ではファミリの少なさによる作業効率の低下をライブラリーの活用によ 


って BIM 運用全体のスピードを上げることができる。 他社での LOD 作


成・ﾌｧﾐﾘｰの構築・BIM 自体の活用状況等を把握する場とし て活用したい。 


■【ゼネコン F】 


建物のデジタル情報を一元的に管理するデータベースから参照するデータ群


として活用したいと考えています。 


■【ゼネコン G】 


業界共通の規格として使いたい。 


ゼネコン・専門工事会社ともに、同業他社が個別にライブラリを整備すると、


ID や属性がバラバラになり、システム側の対応が 2 度手間 3 度手間になる。


共通製品はオールジャパンで規格化・整備したい。海外では、設計事務所団


体が共通のライブラリを共通で整備している事例もある。 


 


■【建築関連団体 A】 


下水道施設は、土木、建築、建築機械設備、建築電気設備、プラント機械設


備、プラント電気設備の６工種が必要になる。このうち、建築、建築機械設


備、建築電気設備については、弊社はユーザとして利用したい。 


プラント機械設備、プラント電気設備については、ユーザとしての利用は


勿論のことジェネリックモデルの提供者としての利用、下水道設備メーカー


が提供したモデルの管理者としての立場も想定している。 


要望は、①BIM ライブラリーの中に下水道の機器を保存できる場所の確保、


②下水道界の慣習もあるので、コード体系は別体系とすることの２点である。 


■【建築関連団体 B】 


必要があれば弊社、会員企業に対して使用方法等について説明を 


行い、今後の BIM 活動の展開に拍車を掛けて行きたい。 


■【建築関連団体 C】 


設計業務の効率化・高品質化 


大量購買などによるコストダウン、運用・維持管理での利活用 
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■【サブコン A】 


施工会社なのでまずは 3D の接続口を含めた形状データ（精細度は不要）。そ


の接続仕様（形状＋媒体の仕様）と機器の能力関係のデータで、施工管理の


簡素化を図りたい。（現状 3D モデルはほとんどありません。） 


BIM を利用する立場によって要求する仕様は異なる。入れ物を作って全てを


整備するのは理想だが、まずは必要としているところから、ステップバイス


テップで整備してゆけばよいのではないか。 


■【サブコン B】 


ＢＩＭを活用するうえで、共通の材料として使用したい。 


企画・設計・施工・維持管理の各プロセスにおいて、ライブラリーが保持す


べき情報を整理して、共通化することが必要と考えます。 


 


■【電気機器メーカーA】 


メーカーの立場から BIM モデルの提供の場として活用したいです。 


今後いろいろな立場の方々との検討の結果を自社にフィードバックしたい。 


 


■【設備機器メーカーA】 


パーツモデルをインフォメーションの手段とさせ、設計者への情報提供、 


伝達機能として活用したい。 


 


■【設備関連企業 A】 


防災拠点に係る建築部位、設備機器類オブジェクトの維持管理運用情報と付


属情報についての公共建物向け標準ライブラリーとして自治体等で共有して


活用する。 


■【設備関連団体 A】 


施工用の詳細データを持つ部材として活用 


 


■【積算関連団体 A】 


コスト関連情報、性能品質情報、生産関連情報をコストマネジメントに 


活用したい。 


※それぞれの情報について、どの段階で、どの程度の内容を必要とされるか、 


発注者やプロジェクトマネジャー等を含めた多面的な視点で、 


ＢＩＭの活用方法を検討する必要がある。 


※定期的に、関係機関等から意見を聴取する仕組みを検討いただきたい。 


※BIM で積算基準に則った数量を集計できるようにしたい。 


モデルの入力者（入力方法）によって集計結果が異なるのでは困る。 


ライブラリーを標準化することで、代用入力を避けて誰でも同じ集計結果が


でるようにしたい。 
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■【ビルメンテ企業 A】 


形状情報よりも属性情報を集約し、各機器等の基礎情報として設備台帳 


として、点検や修繕などに活用したい。建物竣工前に基礎情報が集約できる


ことで、建物竣工直後の迅速な対応に寄与させたい。今までの事例として、


施工 BIM では十分な属性情報の入力がなされていなく、どんな情報が有効な


のか、必要なのかが整理されていないためである。 


 


■【不動産関連企業 A】 


・技術関連の情報収集、計画のモデリングベース 


・コスト関連の動向把握、概算シュミレーション、査定 


・ＦＭ業務の研究開発（一貫一元体制、ＬＣＣ低減、長寿命化等） 


■【不動産関連企業 B】 


自社使用やコンサルティング時の推奨ライブラリーとして活用し、情報共有


の精度があがり、生産性向上に役立てたい。 


 


■【ソフトベンダーA】 


施設の設備機器情報を管理する際の基礎データとして活用したい。 


■【ソフトベンダーB】 


BIM ライブラリーは BIM の普及・促進において大変重要なテーマだと認識


しております。BIM ライブラリーの仕様が不明で具体的な活用については今


後の検討となりますが、設計・施工・維持管理における BIM ライブラリーデ


ータの流通（受渡し・取込み）において、弊社の技術や実績を活かして貢献


したいと考えています。 


■【ソフトベンダーC】 


BIM アプリケーションと連携することにより、BIM 構築利便性を向上し、


施設の管理維持コストを低減、ひいては利用者にとっての BIM の ROI 


（費用対効果）を向上したい。 


 


 








1/1u


2016/07/01https://kensetsunews.jp/PB3801PCS_000/popupimage.php?_P=viewpaper_simen&_B=jpgview



PC44

テキストボックス

資料　在５－４－1












                                        


                               資料 在５－４－１ 


 


オーストラリア・日本 BIMライブラリー打合せ(案) 


2016/06/29 


日 時  2016年 6月 29日(水)  9:00a.m.~12:00a.m. 


場 所  オートデスク(株) 24階セミナー室 


     中央区晴海 1-8-10 晴海アイランド・トリトンスクエア オフィスタワーＸ 


(セミナー室へのアクセスは 24階受付を経由) 


参加者   別紙 


プログラム 


時間 内    容 備 考 


 司会  池田  


通訳   


 


 


9:00 


 


9:05~ 


 


9:15~ 


 


 


 


 


 


 


 


 


10:30~ 


 


 


 


 


 


 


11:50 


 


12:00 


 


 


開会挨拶   山下（BuildingSMART Japan代表） 


 


各自自己紹介 


 


基調プレゼン(各々30分) 


 オーストラリア 


「オーストラリアの BIMライブラリーへの取組み(案)」 


    W.Stanannus氏 


 日本「BIMライブラリーへの取組みと Stem」 


     寺本 BLC事務局長、山中(建設業振興基金) 


 


＜休憩 15分＞ 


 


質疑と討論 


・準備した質問事項 


 


・自由な質問、討議 


 


 


 


今後の展開について 


 


閉会 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


11:30 


一ノ瀬部会長退席 







                                        


 








お名前（姓名） ひらがな


BMMC BIMライブラリーコンソーシアム 在り方部会長（東京工業大学　教授） 安田　幸一 やすだ　こういち


BMMC BIMライブラリーコンソーシアム 建築部会長（芝浦工業大学　准教授） 志手　一哉 しで　かずや


BMMC BIMライブラリーコンソーシアム 設備部会長（首都大学東京　准教授） 一ノ瀬　雅之 いちのせ　まさゆき


BMMC BIMライブラリーコンソーシアム 運用部会長（首都大学東京　客員教授） 山本　康友 やまもと　やすとも


BuildingSMART Japan 代表理事　（株式会社ＣＩラボ　代表） 山下　純一 やました　じゅんいち


BuildingSMART Japan IFC検定委員会委員長・テクニカルコーディネータ　（セコム株式会社　グループリーダー） 足達　嘉信 あだち　よしのぶ


BuildingSMART Japan 技術調査委員会委員長　（株式会社ＣＩラボ　顧問） 榊原　克巳 さかきばら　かつみ


A&A マーケティング本部　研究開発部　部長 木村　謙 きむら　たけし


大林組 建築本部　ＰＤセンター　上級主席技師 焼山　誠 やきやま　まこと


大成建設 設計本部　企画部　企画推進室長 猪里　孝司 いざと　たかし


淺沼組 建築事業本部　ＢＩＭ推進室 島田　綾子 しまだ　あやこ


関電工 営業統轄本部　品質工事管理部 佐藤　憲一 さとう　けんいち


日本設計 環境・設備設計群　3Ｄデジタルソリューション室　主管 吉原　和正 よしはら　かずまさ


東京工業大学 （安田研究室）　助教 川島　範久 かわしま　のりひさ


東京工業大学 （安田研究室）　修士２年 平野　陽 ひらの　ひかり


BMMC BIMライブラリーコンソーシアム 事務局長（建築保全センター：理事・所長） 寺本　英治 てらもと　えいじ


BMMC BIMライブラリーコンソーシアム 事務局（建設業振興基金：専門役） 山中　隆 やまなか　たかし


BMMC BIMライブラリーコンソーシアム 事務局（建築保全センター：主任研究員） 池田　雅和 いけだ　まさかず
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資料 在5-4-3 


Questionnaires for Australia-Japan BIM meeting  


Topics  Questionnaires 


A. 


 


 


Business 


Market 


A1 


 


 What is the response to MEP Library from the AEC industry including A/E 


firms and general contractors? 


設計事務所、ゼネコンなど建設業界の設備BIMライブラリーに対する反応は


どうか。 


 An increasing number of engineering firms including Australian and 


international consultancies such as Arups and Aurecon are using the 


BIM-MEPAUS Revit Template Add-in and content.. 


Arup や Aurecon などのオーストラリアおよび国際的なコンサルタントを含


む多くのエンジニアリング会社は、BIM-MEPAUS Revit テンプレートアドイ


ンとコンテンツを使っている。 


 This is, in part, being driven by General Contractors specifying the use of 


BIM-MEPAUS on their projects and, in part, by the cost savings achieved 


through the use of BIM-MEPAUS content instead of in-house 


development. 


これはある部分は、彼らゼネコンのプロジェクトに BIM-MEPAUS の使用を


指定していることにより、またある部分は自社開発に比べて BIM-MEPAUS


のコンテンツの使用を通じてコスト削減が達成できることによる。 


 Many of Australia’s largest General Contractors including Lendlease, 


Leightons, Hanson and Yuncken and others are supportive of the 


initiative and specifying BIM-MEPAUS due to the standards, templates 


and content being industry based. 


Lendlease、Leightons、Hanson、Yuncken 等のオーストラリアの最大のゼネ


コンの多くは、BIM ライブラリーに協力的で、産業界ベースの標準、テンプ


レート、およびコンテンツのためBIM-MEPAUS を指定している。 


 As a result, some of Australia’s largest projects have now been modelled 


and delivered using the BIM-MEPAUS template add-in including 


Barangaroo and Darling Harbour Live. 


結果として、今や Barangaroo とダーリング港ライブ等のオーストラリアの
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最大のプロジェクトのいくつかが、BIM-MEPAUS テンプレート・アドインを


使ってモデル化され、引き渡された。 


 Many of Australia’s architects are aware of BIM-MEPAUS however would 


not typically specify or use the template add-   


オーストラリアの建築家の多くは、たとえ一般に、テンプレート・アドイン


指定せず、あるいは使わなくても、BIM-MEPAUS に関心を持っている。  


 


A2-1 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


A2-2 


 


A2-3 


BIM MEP Initiative 


 Will you explain the business model? 


ビジネスモデルを説明してください。 


The initiative is led by the Air Conditioning & Mechanical Contractors’ 


Association (AMCA) who have provided the majority of funding to date. 


BIM ライブラリーは、現在まで出資の大部分を提供した空気調和・機械設備


施工者協会（AMCA）によってリードされる。 


A2K, Australia’s largest Autodesk reseller, is the AMCA’s alliance partner 


responsible for the creation and selling of the template and content. 


オーストラリアの最大のAutodesk 再販業者A 2K 社は、テンプレートとコン


テンツの作成・販売について責任を持つAMCA の連携パートナーである。 


Access to the template add-in, generic content and manufacturer’s content is 


via a modest user registration fee set to promote industry use.  


テンプレート・アドイン、ジェネリック・コンテンツ、メーカーコンテンツ


へのアクセスは、産業界の使用を促進するための、わずかなユーザー登録料


金セットによる。 


Manufacturer’s pay for their content to be developed and maintained by A2K 


with access through either the BIM-MEPAUS website or manufacturer’s own 


website. 


A2K により開発・維持されるコンテンツに対するメーカーの支払いは、


BIM-MEPAUS ウェブサイトまたはメーカーの自身のウェブサイトを通した


アクセスによる。 


In addition, the initiative draws upon Autodesk to help develop design content 


with the view that this forms the source content for the Industry Foundation 


Models 
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A2-4 


さらにイニシアチブは、これが産業基盤モデルのソースを形成するという見


方でAutodeskが設計コンテンツ開発に役立つように活用させている。 


A small amount of other industry association funding has been provided to 


support the development of the standards. 


AMCA の出資の一部は、標準の開発の支援に提供されてきた。 


The initiative however still relies in reality on large part on the industry and 


personal contributions to the development of the standards as well as the 


template add-in and content. 


しかしイニシアチブは、標準とテンプレートアドインコンテンツの開発に、


産業界と個人の貢献に多くは頼っているのが現実である。 


From A2K’s perspective, the initiative drives licence sales of Autodesk 


software and training services. 


A2K 社の視点から、イニシアチブは Autodesk ソフトウェアと研修サービス


の販売のライセンスを促進する。 


Number of members and type of membership of Initiative 


イニシアチブの会員数と会員種別は? 


Data and graph will be provided in the presentation. 


プレゼンで示します。 


Does the Initiative actually operate BIM MEP library? 


イニシアチブが実際にライブラリーを運営しているのですか。 


A2K manage the template add, generic design content and manufacturer’s 


content. 


A2K社がテンプレートとジェネリックな設計コンテンツとめーかーんてんっ


をマネジメントしています。 


Why does the Initiative only target at MEP objects? 


なぜイニシアチブは設備オブジェクトだけを対象としているのですか。 


The initiative was conceived to address the particular issues facing AMCA 


members, however broadened its mandate to address all building services 


notwithstanding that each service has its own particular characteristics. 
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イニシアチブはAMCA が直面する特定の課題解決を図ると考えています。し


かし、各サービスが特定の特徴を持つものでありながらすべての建築サ


ービスの解決を図るよう使命を拡大しています。 


A3 <building SMART Australia, CSIRO, NATSPEC 


Does the Initiative have a liason with building SMART Australia, CSIRO or 


NATSPEC 


イニシアチブは、building SMART Australia, CSIRO 、NATSPECと関連があ


るのですか。 


BIM-MEPAUS has good working relationships with NATSPEC, and references 


BIM-MEPAUS in its content classification schema however the Initiative has 


only limited liaison with building SMART Australia. 


BIM-MEPAUSは NATSPEC と良好な関係があり、分類スキーマコンテンツを


参照しています。しかしイニシアチブは building SMART Australia とだけ連


携しています。 


A4 Who shoulders the cost of modeling objects? 


オブジェクトのモデル化のコスト負担は誰がしているのか。 


The view is that all generic design content should be developed by Autodesk 


with the content based on international standards where possible and 


Autodesk modelling guidelines. 


これはすべてのジェネリックな設計コンテンツは、国際的な標準と可能な場


合はAutodesk のモデル化ガイドラインに基づいて、Autodeskが開発すると


考えられています。 


BIM-MEPAUS works with Autodesk to define the industry requirements for 


these families. 


BIM-MEPAUSはこのファミリーに関する産業界の要求を求めるためAutodesk


と協働しています。 


BIM-MEPAUS then adds the shared parameters to the Autodesk Families – in 


this way the costs are minimised as there is a single reference model for each 


content type and sub-type. 


BIM-MEPAUS は、シェアード・パラメータをAutodesk ファミリーに追加す


る。－このように、1 つのコンテンツタイプとサブタイプごとに単一の参照
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モデルがあるのでコストは最小化される。 


A5 Do users pay some part of library cost? And if so, what is the payment 


procedure? By quantity of download objects or annual fee? 


ユーザーはライブラリコストのいく分かを支払うか？そして、もしそうなら、


支払い手続は？ダウンロードオブジェクト量または年間の料金で？ 


Access to the template add-in, supporting generic design families and 


manufacturer’s content is provided for a modest annual registration fee that is 


set significantly less than the cost of developing the content internally. 


ジェネリックな設計ファミリーおよびメーカーのコンテンツをサポートす


る、テンプレート・アドインへのアクセスは、コンテンツを自社開発するよ


り低いコストである、若干の年間登録料で提供される。 


A6 What has been the response of owners group to BIM-MEPAUS? 


建物所有者グループのBIM-MEPAUS への反応は？ 


There has been limited interest to date due to the viewpoint that BIM is a tool 


for design and construction. There has however been a significant increase in 


building information management in the last 12 months and this is starting to 


see building owners develop strategies to leverage whole of life BIM 


modelling. 


BIM が設計と建設のツールであるという見方のため、現在まで建物所有者の


関心は制約されたものです。制限された興味が日付にあった デザインと建築


のためのツール 。たとえ最近の一年で建物の情報管理が急激に増加してお


り、これは建物オーナーがトータルライフサイクルのBIMモデリングをてこ


とする戦略を展開し始めたことです。 


A7 Does the library generate download distribution data?  And if so, is the data 


mentioned above provided to manufactures for their marketing? 


ライブラリーはダウンロード分布データを作成するのか？そして、もしそう


なら、このデータは、マーケティングのためにメーカーに提供されるか？ 


Distribution data is tracked from the website and A2K provides data to 


manufacturers. Generally not, however smaller manufacturer’s seem to be 


pleased with the content being generated. 


ダウンロード分布データはウェブサイトから追跡されて、A2Kはメーカーに







6 


 


データを提供する。一般にはそうでもないが、小規模メーカーは、生成され


る内容に満足なように思われる。 


A8 Will you explain the types of users of BIM library by trades or shares? 


BIMライブラリーのユーザーの業種別、割合別を説明してください。 


There has been good take of the BIM library by both designers and trade 


contractors which is expected to increase as more content becomes available 


for electrical, fire and hydraulic services.  


設計者と施工者は、BIM ライブラリーをよく利用しており、また電気設備、


防火、消火栓設備がコンテンツに含まれれば、より増加すると期待されてい


る。 


A9 How do you predict the future market of new BIM object library? 


BIMライブラリーの将来の市場は? 


We believe that we have now resolved some significant challenges working 


closely with industry stakeholders and Autodesk and should be able to 


broaden the content to cover other disciplines – the rate of development 


however remains constrained by finding further funding. 


私達は、今や、私達が、産業界の関係者、Autodeskと緊密に働いたことで重


要な課題を解決し、他の業種もカバーしてコンテンツを拡大したと考えてい


る。しかしより多くの資金があれば開発はより進められる。 


B. 


File 


Format 


B1 In addition to Revit, do you plan to adopt ArchiCAD or Vectorworks or other 


file formats in the new BIM library? 


Revit 以外に例えば ArchiCAD、Vectorworks などのファイルフォーマットを


追加する予定はありますか。 


No – we are focused on getting the design to as-built model and design to 


fabrication workflows working within the Autodesk AEC suite. 


いいえ、我々は竣工モデルと設計から製造までのワークフローを作成する作


業にAutodesk AEC suite と共同で集中している。 


C. 


Supplier  


C1 Are manufacturer’s from all trades supportive of BIM modeling their products? 


全てのメーカーはその製品のBIMモデルを作成することに賛同していますか 


There is widespread recognition that manufacturer’s will need to have content 


available if they want to be specified and included in the virtual build of the 


project. A number of trade contractors now include the provision of the BIM 
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model as part of the purchase order which is focusing the supplier’s attention 


on provision of BIM content. 


メーカーは仕様書で指定されたり、プロジェクトのバーチャルビルドに含め


られたい場合は、必要なコンテンツが入手できなければならないとの認識が


普及している。多くの施工業者は、購買指示書にBIMモデル条項を含めてお


り、これがサプライヤーのBIMコンテンツ条項への関心を集めている。 


C2 Are the suppliers satisfied with offering their product data to BIM objects? And 


if so, what are their merits? 


サプライヤーは、製品情報をBIMオブジェクトに提供することに満足してい


ますか。 


We have taken the viewpoint that as a minimum we require the 


manufacturer’s model to have the Manufacturer’s Certified Model Schedule 


nominated in the BIM-MEPAUS specification. 


我々は BIM-MEPAUSの仕様に取り上げられているメーカーの評価済みモデル


一覧表をメーカーモデルに最低限要求するという視点をとっている。 


The data for this schedule can be provided by the manufacturer in excel 


format for loading. 


この一覧表のデータは、ローディングのため excel フォーマットでメーカー


から提供される。 


Ultimately we would like a manufacturer interface to be provided that would 


allow them to add the data easily prior to sending to the trade contractor.   


最終的には、施工業者に送る以前にデータを付加することが容易になるメー


カーのインターフェースが提供されることを期待している。 


C3 How do you promote manufacturers to BIM object library? 


メーカーにどのようにBIMライブラリーの参加を広めたのですか。 


If you do not have your manufacturer’s certified model (MCM) available for the 


virtual build model, then you are unlikely to get a purchase order. 


バーチャルビルドに利用できるメーカーの証明されたモデルを持たなけれ


ば、購入注文が多分ないでしょう。 


C4 Do you have any survey result on manufacturers’ advantage who submitted 


their product data for BIM object library?  


BIM ライブラリーに製品データを提供したメーカーの利点に関する調査結果


がありますか。 
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No formal surveys have been completed however anecdotally the majority of 


manufacturers seem to be pleased with the hosting of the content by 


BIM-MEPAUS combined with feedback that the content meets the needs of 


designers and contractors. 


公式な調査は行われていないが、逸話的に大部分のメーカーは、コンテンツ


を BIM-MEPAUSに掲載し、併せてコンテンツが設計者と施工者のニーズに合


っているかのフィードバックを得ることに満足しているようである。 


D. 


Copyright 


D1 


 


Who owns the copyrights of BIM objects and BIM MEP library? 


誰がBIMオブジェクトとBIM MEP ライブラリの著作権を所有しているか？ 


 


This is very murky subject. BIM-MEPAUS owns the copyright – however it is 


generally understood that the content is industry developed and the initiative 


has largely removed angst around copyright and IP issues. 


これは非常にあいまいな課題である。BIM-MEPAUS は著作権を所有してい


る。－しかし、コンテンツは産業界が開発したものであり、BIM-MEPAUS 活


動(イニシアチブ)は、著作権と知的所有権問題周辺の不安の大部分を解決し


たと認識されている。 


D2 Do you allow modification on BIM object once a user downloaded an object? 


いったんユーザーがオブジェクトをダウンロードしたら、あなたはBIMオブ


ジェクトでの部分修正を許すか？ 


 


The aim is that the content will meet the majority of users requirements – 


there are some specific “terms of use” to assure that the content will work 


reliably at each stage of the workflow.  


目的は、コンテンツが大多数のユーザー要件を満たすことである。－ワーク


フローの各段階で、コンテンツが信頼されて役立つことと保証する、いくつ


かの具体的な「使用条件」が定められている。 


E. 


Modeling 


E1 Do you BIM model a harness of wires or cables?  


ワイヤーハーネス、ケーブルもBIMモデル化するのか。 


We have some families for cable containment systems. 


ケーブルコンテナーのファミリーもある。  


E2 Will you explain how you draw wiring in BIM in DD phase? 


BIMの実施設計段階での配線の書き方を説明してほしい。 


We have not addressed this as yet – we would expect Autodesk to develop 


this functionality. 
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これはまだ検討していないが、Autodeskが機能的に開発してくれることを期


待している。 


E3 Generic object 


Do software vendors model generic objects? 


ソフトウェアベンダーがジェネリックオブジェクトのモデル化をするのか。 


We have been working closely with Autodesk to develop the generic content  


objects and will be looking to continue this moving forward. 


我々は Autodesk と緊密な連携をとってジェネリックコンテンツオブジェク


トの開発をし、さらに進める予定です。 


F. 


BIM  


 


F1 


 


<B/C> 


How do you evaluate cost-benefit of BIM against traditional CAD drawings? 


従来のCAD設計に対してBIMのB/Cはどう評価しているのか。 


The cost premium to design and document a project using BIM is decreasing 


with time and we expect that Revit/Fabrication 2017 will see these costs 


reduce significantly. 


BIM を利用したプロジェクトの設計と文書作成に関するコスト割り増しは時


間とともに減少しているし、我々は Revit/製造 2017 がコストを大幅に削減


すると考えている。 


The benefits arising from BIM modelling extend beyond improved design, 


visualization and elimination of site clashes – there is as much to be gained 


from workflows that leverage shared parameter schemas and BIM / 


Integrated Scheduling Databases. 


BIM モデル化から発生する利益は、設計の改善、視覚化、現場での食い違い


解消を超えて拡大している。それはシェアードパラメータスキーマと BIM/


統合一覧表データベースの利点を拡大するワークフロー改善を生じている。 


We believe that the base line MEP cost savings from a project wide 


implementation of BIM using integrated workflows are likely to be in the range 


of 10%-15%.  


我々は、統合ワークフローを使用し、BIM を全面的に使用したプロジェクト


ベースでのMEP ライブラリーによるコスト削減は、最低限でも 10から 15%


であると考えている。 
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F2 What are your basis of information standard that shall generate additional or 


unnecessary information items to NBS BIM object standards? 


NBS BIMオブジェクト標準に対して追加、または削除する場合の情報基準は


何か。 


The NBS BIM object library appears to be extremely limited with respect to 


MEP content. 


NBS BIMオブジェクト標準は設備系に関してはかなり制限されている。 


Whilst we fully support the concepts at the core of COBie we do not believe 


that the shared parameter schema can meet the need the needs for 


integrated project workflows and supply chain integration. We also believe 


that many of the parameters are problematic from a completion viewpoint. 


一方、我々はCOBie のコア概念を支援し、シェアードパラメータ・スキーマ


はプロジェクトの統合ワークフローやサプライチェーン統合からのニーズに


合致すると考えていない。また多くのパラメータが建物完成の視点からは問


題ありだと考えている。 


G. 


BIM  


library 


G1 <BIM MEPaus> 


Will you present some BIM objects in BIM MEPaus? 


Yes – a number of objects will be presented, but not in native Revit. 


G2 Will you explain the organization, process & items, issues to be discussed, 


future plan etc. for the inspection and accreditation of BIM objects? 


BIM オブジェクトの検査、認証に関する組織、プロセスと項目、検討課題、


将来計画等について説明してください。 


The organisation of objects is broken down into generic content and 


manufacturer’s content with a number of searchable fields provided. 


オブジェクトの組織は、調査可能な数多くの領域のジェネリックコンテンツ、


メーカーコンテンツに分割できる。 


We are principally focused on quality assurance – we want to work closely 


with Autodesk to make sure that the generic metric content is best-in-class 


and fit-for-purpose to support the needs of design, manufacturers, installers 


and owners. 


我々は主に品質保証に焦点を当てている。我々は Autodesk と緊密に働きな


がらジェネリック・メトリック・コンテンツが最善であり、目的に合致した
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ものであり、設計者、製造者、施工者、所有者のニーズを支援することを確


信している。 


If we get the models right – 95% of the issues related to inspection and 


accreditation will be eliminated. 


A2K have their own QA processes – this is currently being further developed. 


我々が正確なモデルを入手すれば検査、認証に関する課題の 95%はなくなる


だろう。 


G3 For manufacturer’s BIM objects, do you adopt certain code system or 


identifiers? 


メーカーBIM オブジェクトに関して、一定のコードシステムや判別子を採用


しているか。 


We have a defined component naming convention ie M_AHU_32-1, etc. 


Further details will be provided in the presentation. 


「M_AHU_32-1」等の命名ルールがあり、詳細はプレゼンの中で説明する。 


G4 Are the information on environment impact evaluation or unique information 


by region or by sector included as part of BIM object attribute? 


環境影響評価や地域やセクター固有の情報は、BIM オブジェクト属性に含ま


れるのか。 


We have included for future provision of environmental attribute shared 


parameters but will not include these till they are fully defined by LEED, Green 


Star or BREAM and can be readily generated by manufacturers. 


我々は、環境属性シェアードパラメータの将来条項を含めているが、LEED、


Green Star or BREAMが完全に定義しなければ、またメーカーが直ちに作成


できなければ含めない。 


G5 What are the targeted project phases for BIM object library? 


BIMライブラリーの対象とするプロジェクト段階は何か。 


The design content is generally suitable for LOD 300 modelling, virtual 


construction and as-built models use Manufacturer’s Certified Content which 


is also suitable for life cycle asset/facility management. 


設計コンテンツは、一般に LOD300 でのモデル化が適しているし、バーチャ


ル施工、竣工モデルでメーカーの認証コンテンツは、ライフサイクル資産、


FMに適している。 







12 


 


G6 Do you plan to connect BIM object library with cost data, design standard, 


facility management(FM) ? 


BIM ライブラリーとコストデータ、設計標準、FM とは関連づける計画があ


るか。 


Costing data in our view is commercially sensitive – we manage cost data off 


model or in our Autodesk ESTmep take-off system. 


We believe that our MCM schedule that includes the full identity schedule and 


completion schedule is sufficient to meet the majority of facility management 


needs.  


我々の考えでは、コストデータは商売に敏感なものである。モデルと別にコ


ストデータを管理するか、Autodesk 設備積算システムとして管理する。 


全要素のスケジュールと完成スケジュールからなる MCM スケジュールは、


FMの大部分を満足すると考える。 


G7 When and how do you announce the revision of objects?  


オブジェクトの改定をいつ、どのようにアナウンスするのか。 


A2K provide regular updates to the user base. 


A2K 社が利用者ベースで定期的に更新する。 


G8 Is BIM-MEPAUS utilized as you expected? 


BIM-MEPAUSの利用は期待通りか。 


It has taken longer to realize the integrated workflow objectives than we would 


have liked, but we believe that this should be fully bedded down in the next 


2-3 years. 


それは我々が期待していたより統合ワークフロー目的を実現するのに長くか


かった。しかしこれはこの 2,3 年で完全に定着するだろう。 


The unrealized potential is in shared parameters, once the use of integrated 


scheduling databases becomes more widely established we expect it will 


transform the supply chain. 


未実現の潜在的な点は、シェアードパラメータで、統合スケジュールデータ


ベースの利用が広く確立されると、サプライチェーンの変革になることを期


待している。 


G9 Do you have a guide/guideline on LOD in BIM library? 
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BIMライブラリーのLODガイドラインはあるか。 


We have a basic overview, there is increasing recognition that use of BIM 


LOD definitions alone to define deliverables may lead to sub-optimal project 


outcomes.  


基本的な見方は、引き渡しを定義する BIM の LOD 定義だけでは次善のプロ


ジェクト成果物となると考えている。 


G10 <generic and specific> 


How do you use generic objects and specific(manufacturers) objects? 


ジェネリックオブジェクトとメーカーオブジェクトの使い分けは。 


Generic objects are generally used for design modelling up to LOD 300 with  


design content changed out for manufacturer’s content during the virtual build. 


Under some circumstances the designer may use manufacturer’s content. 


ジェネリックオブジェクトは、設計モデルに使われ LOD は 300 まで、設計


コンテンツはメーカーコンテンツにバーチャルビルドで変化する。一定の条


件では設計者はメーカーコンテンツを使う場合がある。 


G11 Is the BIM MEP library subsidized by the government? 


BIM MEP ライブラリーは、政府の支援はあるのか。 


No – we wish they would. Notwithstanding this we have received some 


funding from other industry groups which is helping with standards 


development. 


ない。我々は期待するがるそれにもかかわらず他の産業グループから資金を


得ている。これは標準開発に関するものである。 


H. 


Others 


H1 Will you explain some projects where BIM object library is utilized? 


BIMライブラリーを利用したプロジェクトを紹介してほしい。 


Projects to be presented will include a variety of projects demonstrating the 


use of the content.  


プレゼン予定のプロジェクトは、BIM コンテンツを利用したプロジェクトの


デモを予定している。 


 








 資料 在 5－5  


在り方部会の討論テーマ(案) 


2016年 8月 4日 


  


日にち 


 


テーマ 


 


参加者 


 


平成 


28年度 


第 1回 


 


5月 12日 


16:00~ 


17:30 


「BIMライブラリーに期待すること」 


なお、この討論は内容は 


5月 31日発刊予定の建設通信新聞 


BIM特集号に掲載。 


 


 


＠上海国際ビル ２階会議室 


設計者(1) 


施工者(1) 


ベンダー(2社) 


メーカー(2社) 


IAI日本 山下代表 


東工大 川島助教 


(部会長はコメント対応) 


平成 


28年度 


第 2 回 


 


8月 4日 


14:00~ 


15:30 


ライブラリーをどのように利用するか 


－現在の BIM活用の視点から考える－ 


 


 


＠上海国際ビル ２階会議室 


設計者 


施工者 


ベンダー・メーカー 


有識者等 


 


平成 


28年度 


第 3回 


11月 10日 


16:00~ 


17:30 


ライブラリーのビジネスモデル 


(誰もが容易に利用できるとは、モデル作


成者は誰か行うのか、方式・水準・実現方


法など)    


＠上海国際ビル ２階会議室 


設計者 


施工者 


ベンダー・メーカー 


有識者等 


 


平成 


28年度 


第 4回 


 


1月 19日 


16:00~ 


17:30 


必要な情報とは何か 


日本のオブジェクト標準はどう考えるか、


建築、設備等の対象とする製品は、 


インフラ対応は 


 


 


 


＠上海国際ビル ２階会議室 


設計者 


施工者 


ベンダー・メーカー 


建物所有者 


維持管理者 


有識者等 


建築部会から 


設備部会から 


平成 


28年度 


第 5回 


3月 2日 


16:00~ 


17:30 


・著作権、LOD(オブジェクトのメモリー 


サイズ) 、分類方法など 


・まとめ 


 


＠上海国際ビル ２階会議室 


運用部会から 


大森文彦弁護士等 


建築部会から 


設備部会から 


 


上記テーマは議論の進み方、他部会の進捗によっては変更があることをご了承ください。 








 資料 在５－６  


平成 28 年度 各部会等の開催スケジュール（案）             2016/08/04 現在 


 


日にち 


 


 


部会等の活動 


 


WG 等の活動 


平成 28 年 


4 月 


4/14 15:00-17:00 設備部会 @建築保全センター会議室 


4/19 15:00-17:00 運用部会 @IAI 日本事務局会議室（GSA） 


4/20  10:00-12:00 建築部会 @上海国際ビル 2 階会議室 


TF1,2,3 の活動 


 


5 月 


 


5/12 16:00-17:30 在り方部会[討論] @上海国際ビル 2 階 


5/17  16:00-17:00 総会 @TDB ホール 


 


TF2,3 の活動 


設備 WG 


 


6 月 


 


6/13 13:30-15:30 設備部会+ＷＧ15:30-17:00 @保全ｾﾝﾀｰ 


6/15 10:00-12:00 建築部会 @上海国際ビル 2 階会議室 


6/29  9:00-12:00 オーストラリア BIM ライブラリー会合 


             @オートデスク(株)セミナー室 


TF2,3 の活動 


7 月 7/12  15:00-17:00 運用部会 @四谷 BuildingSMART Japan 


                             事務局会議室（GSA(株)内） 


 


 


8 月 


 


8/4  14:00-15:30 在り方部会[討論] @上海国際ビル 2Ｆ 


8/10  10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


8/23  9:00-11:00 設備部会 @建築保全センター会議室 


建築 WG 


8/9：設備 WG 


 


9 月 


 


9/13  15:00-17:00 運用部会 @四谷 BuildingSMART Japan 


                             事務局会議室（GSA(株)内） 


9/26-28  BuildingSMART International 会議(韓国)参加 


 


 


10 月 


 


10/19 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


未定 設備部会 @場所未定 


 


建築 WG 


設備 WG 


 


11 月 


 


11/10 16:00-17:30 在り方部会[討論] @上海国際ビル 2Ｆ 


11/15 15:00-17:00 運用部会 @四谷 BuildingSMART Japan 


                            事務局会議室（GSA(株)内） 


 


 


12 月 


 


12/21 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


未定 設備部会 @場所未定 


建築 WG 


設備 WG 


平成 29 年 


1 月 


 


1/17 15:00-17:00 運用部会 


1/19  16:00-17:30 在り方部会[討論] @上海国際ビル 2Ｆ 


 


 


 


2 月 


2/22  10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


未定 設備部会 @場所未定 


建築 WG 


設備 WG 


 


3 月 


 


3/2  16:00-17:30 在り方部会[まとめ] @上海国際ビル 2Ｆ 


未定 運用部会 @場所未定 


 


 





